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教科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 数研出版「改訂版 総合物理１」（物理３１４）「改訂版 総合物理２」（物理３１５） 

副教材等 
啓林館「センサー 総合物理 補訂版」  

啓林館「ステップアップノート物理 改訂版」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1.日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味を持ち，その法則性について考える態度をもつ。 

2.疑問に思うことを確かめてみようという態度をもつ。 

3.学んだことを正確に記録する方法と態度を身につける。 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に

探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的

な自然観を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心

や探究心をもち，意欲的

にそれらを 

探究しようとするととも

に，科学的態度を身に付

けている。 

自然の事物・現象の中に

問題を見いだし，探究す

る過程を通して，事象を

科学的に考察し，導き出

した考えを的確に表現 

している。 

観察，実験を行い，基本

操作を習得するととも

に，それらの過程や結果

を的確に記録，整理し，

自然の事物・現象を科学 

的に探究する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象につい

て，基本的な概念や原

理・法則を理 

解し，知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

平
面
内
の
運
動 

第 1 節 

平面運動の速度・加速

度 

○ ○ ○ ○ a:平面運動をしている物体の速度や加速

度、相対速度などの表し方について学

ぶ必要性を理解し、関心を示している。 

b:流れのある川を進む船の動きについ

て、速度の合成・分解の考え方を用い

て、説明できる。 

c:運動している場所から見た他の物体の

運動のようすを、相対速度の考えを用

いて説明できる。 

d:加速度は速度の時間変化を表すもので

あり、ベクトル量であること、したが

って向きをもつ量であることが理解で

きている。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

落体の運動 

○ ○ ○ ○ a:落体の運動、特に斜方投射について、

物体の運動はどのようになっているか

に関心を示している。 

b:水平投射について、水平到達距離がど

のように求められるか理解できてい

る。 

c:水平投射について、初速度を変えたと

きどちらが先に落下するかを予測する

ことができる。 

d:斜方投射での最高点では鉛直方向の速

度が 0であることを理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第
２
章 

剛
体 

第 1 節 

剛体にはたらく力のつ

りあい 

○ ○ ○ ○ a:大きさのある剛体に力を加えると、並

進運動だけではなく、回転運動を引き

起こすこともある。どのような力を加

えたら回転が起こるかに関心を示して

いる。 

b:剛体にはたらく力がつりあうための 2

つの条件を、さまざまな状況にある剛

体について、判断することができる。 

c:図 19 で、おもりの数や位置により棒が

回転を始めるかどうか、また、その回

転の向きをあらかじめ予測できる。 

d:力のモーメントについて理解してい

る。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



第 2節 

剛体にはたらく力の合

力と重心 

○ ○ ○ ○ a:一様な棒の両端に同じおもりを取りつ

けたものの重心はどこか、またその場

所が重心であることを確かめるにはど

のようにしたらよいかなどの問いかけ

をして関心を促す。 

b:問 8 を、(37)式を使って解く方法と、

式を用いないで解く方法と、どちらで

も解くことができる。 

c:厚紙でできた三角形の重心をいくつか

の方法で求めることができる。 

d:剛体にはたらく複数の力の合力を求め

ることができる。与えられた剛体（ま

たは物体系）の重心を求められる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

 

第
３
章 

運
動
量
の
保
存 

第 1 節 

運動量と力積 

○ ○ ○ ○ a:物体にはたらく力が一定でないとき、

物体の運動がどのように変化するかと

いうことに関心を示している。 

b:運動量と力積の関係は、運動方程式を

変形することから得られることを理解

しており、物体にどのような力積が加

えられたなら、どのような速度になる

かを示すことができる。 

c:力の大きさや力を加える時間と、運動

量の変化との関係について、あらかじ

め予測し、実験により確かめることが

できる。 

d:直線運動の場合だけでなく、平面運動

での運動量と力積との間に成りたつ関

係式をベクトル図で説明することがで

きる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

運動量保存則 

○ ○ ○ ○ a:身のまわりにある物体どうしの衝突の

際に、衝突の前後で変わらない量があ

る。それが運動量である。このことに

関心をもっている。 

b:いくつかの物体が内力を及ぼしあう

が、外力により力積を受けないときに

は全体の運動量は変化しないことか

ら、2つの物体が一体となったときの速

度を求めることができる。 

c:実験 5 で、台車の衝突する位置を調べ

られる。 

d:平面運動における運動量保存則を式で

表現することができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



第 3節 

反発係数 

○ ○ ○ ○ a:「弾みやすいかどうかを定量的に表す

にはどのようにしたらよいだろうか」

ということに関心を示している。 

b:小球がなめらかな床と斜めに衝突する

ときには、床に垂直な速度成分のみが

反発係数の式を満たすことを説明でき

る。 

c:小球と床との間の反発係数は、衝突の

前後における相対速度の比の絶対値で

定義されること、またそれは落下距離

と床に衝突した後の上昇距離との比の

平方根に等しいということを説明でき

る。 

d:直線上の衝突、斜め衝突について理解

している。また、弾性衝突以外の衝突

では、力学的エネルギーが保存されな

いことを理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第
４
章 

円
運
動
と
万
有
引
力 

第 1 節 

等速円運動 

○ ○ ○ ○ a:「惑星の運動や遊園地での回転する乗
りものにはどのような力がはたらいて
いるのだろうか」ということに興味を
もっている。 

b:等速円運動の加速度を求める手順を説
明することができる。 

c:等速円運動の向心力の大きさを、回転
半径や角速度を測定することにより、
実験で求めることができる。 

d:等速円運動をしている物体の回転の速
度、角速度、周期、回転数の諸量の定
義が理解できている。また、等速円運
動するのに必要な向心力を理解できて
いる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 2 節 

慣性力 

○ ○ ○ ○ a:電車などの乗りものが急発進をした

り、急ブレーキをかけたりするとき、

車内の人に現れる力の原因について、

興味を示している。 

b:加速している系内での物体の運動（あ

るいはつりあい）状態について、系内

の人と系外で静止している人との観測

結果の違いが理解できている。 

c:実験 7 の結果から、水と鉄、水とコル

クそれぞれについて、密度の大小とお

もりの傾く向きの関係を説明すること

ができる。 

d:遠心力を含めたつりあいの式を立てる

ことができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 3 節 

単振動 

○ ○ ○ ○ a:往復運動の一つである単振動につい

て、運動（振動）の最中、速度や加速

度がどのように変化しているか、また

周期はどのようにすれば変化するのか

ということに関心をもっている。 

b:等速円運動をしている物体の正射影の

動きから、単振動をしている物体の時

刻ｔにおける位置や速度、加速度、力

を与える式を書くことができる。 

c:ばね振り子や単振り子の周期を測定

し、重力加速度の大きさを求めること

ができる。 

d:ばね振り子や単振り子の周期を表す式

を導く過程を理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 4 節 

万有引力 

○ ○ ○ ○ a:惑星の運動のようすや人工衛星、宇宙

探査用ロケットの打ち上げや航行など

に興味関心がある。 

b:ケプラーの法則を理解し、これから万

有引力の法則が導かれる過程を説明す

ることができる。また、重力と万有引

力の違いを説明することができる。 

c:書籍やインターネットなどで調べたい

情報を得ることができる。対数グラフ

の用い方を理解している。 

d:「静止衛星」とは何かが説明でき、静

止衛星の高さを求めることができる。

「第一宇宙速度」、「第二宇宙速度」

をそれぞれ求めることができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第
１
章 

気
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
状
態
変
化 

第 1 節 

気体の法則 

○ ○ ○ ○ a:気体の圧力や体積、温度を変えるとき、

これらの量の間にはどのような関係が

成りたっているのだろうかということ

に関心を示している。 

b:気体の圧力、体積、絶対温度の間の関

係について理解している。 

c:ボイルの法則、シャルルの法則を実験

で検証できる。 

d:ボイル・シャルルの法則を用いて、状

態変化後の気体の圧力、体積、絶対温

度を求めることができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 2 節 

気体分子の運動 

○ ○ ○ ○ a:気体の分子がもっている質量、速度、

運動量などのミクロな量と気体の圧力

などマクロな量がどのような関係にあ

るか、ということに興味・関心がある。 

b:壁に分子が衝突することから分子の運

動量の変化、壁が受ける力積から壁が

受ける平均の圧力を考察できる。また、

平均運動エネルギーと絶対温度の関係

を説明できる。 

c:p.107 の表 1を用いて、水素分子などが

どのくらいの平均速度で運動している

か推測できる。 

d:気体が熱運動して壁などの面に力を及

ぼすことから圧力の大きさを表す式を

導くことができる。また気体分子の平

均運動エネルギーが絶対温度と関係あ

ることを理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 3 節 

気体の状態変化 

○ ○ ○ ○ a:気体が状態変化をするとき、エネルギ

ーはどのようになるのかに興味・関心

を示している。 

b:内部エネルギー、熱力学第一法則の意

味を理解しており、各式を用いて気体

の状態変化における諸量を計算で求め

ることができる。 

c:熱素説について調べる。断熱圧縮によ

って高温になり綿くずが燃えるようす

を確認できている。ビー玉式スターリ

ングエンジンの動作原理を理解してい

る。 

d:気体の状態変化の、「定積変化」、「定

圧変化」、「等温変化」、「断熱変化」

を、それぞれ p－Ｖ図や式で表すことが

できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第1

章 

波
の
伝
わ
り
方 

第 1 節 

正弦波 

○ ○ ○ ○ a:正弦波が伝わっているときの媒質の周

期的な運動に興味をもっている。 

b:波を表す式中の物理量について理解し

ており、位などを計算で求めることが

できる。 

c:波が伝わる動的なイメージを、正弦波

の式をもとにして具体的にえがくこと

ができる。 

d:位相のずれや進行方向の違いなども考

慮して、正弦波の式を正しく表すこと

ができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

波の伝わり方 

○ ○ ○ ○ a:波の反射・屈折の際に、どのような法

則があるかに関心がある。 

b:波の反射の法則・屈折の法則は、ホイ

ヘンスの原理から説明できることを理

解している。 

c:水面波による干渉を観察し、節線や強

めあう線が確認できている。また、波

の伝わる速さの違う媒質の境界で反

射・屈折が起こることを確認できてい

る。 

d:回折現象はどのようなときに起きる

か、また波長との関係を理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

第2

章 

音
の
伝
わ
り
方 

第 1 節 

音の伝わり方 

○ ○ ○ ○ a:音はどのように伝わるのか、また波動

としての音の性質に興味・関心を示し

ている。 

b:音の反射・屈折・回折・干渉について、

物理基礎で学んだことをもとにして考

えることができる。 

c:音が干渉により強めあったり、弱めあ

ったりすることを具体例を用いて説明

することができる。 

d:昼に比べて夜のほうが遠くの音がよく

聞こえる理由を説明できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

音のドップラー効果 

○ ○ ○ ○ a:音のドップラー効果が身近なところで

起きていることや、応用されているこ

となどに興味・関心を示している。 

b:運動している音源から出た音の波面

の、異なる時刻でのようすを図に描き

表すことができる。 

c:ブザーを投げたり回転させたりして、

実際にドップラー効果を体験し、確認

できている。 

d:音源が動く（観測者は静止）場合と、

観測者が動く（音源は静止）場合とで、

ドップラー効果が起きるしくみはどの

ように異なるかを理解している。また、

音源が近づく場合と遠ざかる場合のド

ップラー効果についても理解してい

る。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第
３
章 
光 

第 1 節 

光の性質 

○ ○ ○ ○ a:光にはどうして色があるのか、また光

の速さはどのようにして分かったかに

ついて興味・関心がある。 

b:物質中を通過するときの光の速さや波

長は真空中に比べてどのようになる

か、また全反射はどのような条件を満

たせば起こるかが説明できる。 

c:ペットボトルの中に水で薄めたせっけ

ん水を入れ、部屋を暗くしてペットボ

トルの上部から懐中電灯で照らすとき

に側面から見たときのようすを説明で

きる。また透明物質の屈折率を測定す

る方法を理解している。 

d:光は進んでいくとき、反射、屈折、散

乱、分散を行うこと、またその際にど

のような法則が成りたっているのかを

理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

レンズ 

○ ○ ○ ○ a:レンズを使うとなぜ物体が拡大・縮小

されて見えたり、像を映したりできる

のかについて、興味・関心がある。 

b:レンズを通る代表的な 3 つの光線を描

き、写像公式を導くことができる。 

c:光学台を用いて写像公式が成りたって

いることを検証することができる。 

d:写像公式を理解し、式の運用ができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 3 節 

光の干渉と回折 

○ ○ ○ ○ a:シャボン玉の膜が色づいて見えるこ

と、回折格子により光の明暗の縞模様

ができることについて興味・関心を示

している。 

b:ヤングの実験では、明線（暗線）の間

隔の大小はどのような量に依存するか

が理解できている。 

c:「簡易分光器」でスペクトルを観察し、

光源の波長を求めることができる。ま

た、単色光の波長や回折格子の格子定

数を測定する手順を説明できる。 

d:回折格子とヤングの実験との同じ点、

異なる点を理解し、薄膜、くさび形空

気層、ニュートンリングで光が干渉す

る理由を説明できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

２
学
期 

第
１
章 

電
場 

第 1 節 

静電気力 

○ ○ ○ ○ a:静電気はどのようにして生じるのか、

また電荷どうしが及ぼしあう力の間に

はどのような法則が存在するのかに興

味・関心がある。 

b:2 つの点電荷の間にはたらく静電気力

は、「クーロンの法則」によって表さ

れることを理解しており、この法則を

用いて具体的に帯電体どうしにはたら

く力を求めることができる。 

c:帯電した棒と箔検電器を用いた実験を

行い、箔の開閉のしかたを箔検電器内

部の自由電子の動きと結びつけて説明

することができる。 

d:電子と陽子の電気量の大きさは等し

く、「電気素量」ということ、また帯

電体どうしだけで電気のやりとりをす

るとき、「電気量保存の法則」が成り

たつことを理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

電場 

○ ○ ○ ○ a:電荷の近くにある他の電荷は静電気力

を受ける。これは、初めの電荷のまわ

りに電気的な性質を帯びた電場が生じ

ていると考えることができることに、

興味・関心を示している。 

b:電場の定義を正しく理解し、単独ある

いは複数の（正や負の）電荷が固定さ

れて置いてあるとき、これらの付近の

電場の向きと強さを示すことができ

る。 

c:単独、あるいは複数の（正や負の）電

荷が固定されて置いてあるとき、これ

らのまわりの電場のようすを電気力線

を用いて描くことができる。 

d:電荷 Q の帯電体から出る電気力線の総

数が 4πkQ 本であることを理解し、電

荷のまわりの電場の強さや向きについ

て考察することができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 3 節 

電位 

○ ○ ○ ○ a:電場の中での電荷の運動を、重力場の

中での物体の運動と対比させて電気現

象を考え、理解していくことに興味・

関心を示している。 

b:単独あるいは複数の（正や負の）電荷

が固定されて置いてあるとき、これら

のまわりの電場と電位のようすを電気

力線と等電位面を用いて表すことがで

きる。 

c:実験の原理や目的をよく理解し、デジ

タルマルチメーターを正しく使用して

等電位線を描くことができる。 

d:「U＝qV」、「E＝V/d」、「V＝kQ/r」

の式の意味をよく理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 4 節 

物質と電場 

○ ○  ○ a:帯電体を近づけると、導体と不導体は

帯電体に引き寄せられる。この理由を

知ることに関心を示している。 

b:静電誘導と誘電分極の現象を説明する

ことができる。 

d:外部から電気力線を加えても、導体内

部には電気力線が入りこめない（静電

遮蔽）理由を理解できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 5 節 

コンデンサー 

○ ○ ○ ○ a:電気を蓄えるにはどのようにしたらよ

いか、またより多くの電気を蓄えるに

はどのようにしたらよいかに興味を示

している。 

b:平行板コンデンサーの充電のメカニズ

ムを説明することができる。 

また、「Q＝CV」、「C＝εS/d」の式、

および静電エネルギーの式「U＝QV/2 」

が導かれる過程を説明することができ

る。 

c:箔検電器を用いて平行板コンデンサー

の電気容量の大きさはどのようにする

と変わるかを実験して確かめてみるこ

とができる。 

d:コンデンサーの直列接続，並列接続の

公式を理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

 

第
２
章 

電
流 

第 1 節 

オームの法則 

○ ○ ○ ○ a:電流の流れ方は物質の種類やつなぎ方

によってどのように異なるかというこ

とに興味をもっている。 

b:電流や電気抵抗の意味を正しく理解

し、オームの法則や電力、電力量、ジ

ュール熱の式を導くことができる。ま

た、これらの式を正しく適用すること

ができる。 

c:ガラスや火の取り扱いなど、実験上の

注意点をよく理解し、安全に充分配慮

しながら実験を行うことができる。 

d:電流Ｉ＝envS であることを用いて自由

電子の平均移動速度 v を求めることが

できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 2 節 

直流回路 

○ ○ ○ ○ a:直流電源と抵抗からなる複雑な回路網

があるとき、回路のどの部分にはいく

らの電流が流れているか、また電流計

のしくみはどのようになっているかに

興味を示している。 

b:電流計や電圧計の測定範囲を大きくす

るにはどのようにしたらよいかが判断

できる（分流器と倍率器のつなぎ方に

ついて）。 

c:電池に内部抵抗があることを理解し、

電池の端子電圧が起電力から内部抵抗

による電圧降下を引いたものであるこ

とを式とグラフで表現することができ

る。 

d:「起電力」と「電圧降下」の意味を理

解しており、キルヒホッフの法則を正

しく用いて各種の回路計算を行うこと

ができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 3 節 

半導体 

○ ○ ○ ○ a:多くの電子機器に利用されていること

を知り、半導体に興味や関心をもつこ

とができる。 

b:半導体のキャリアについて理解し、真

性半導体と不純物半導体の性質の違い

を判断することができる。 

c:抵抗率の温度係数について考察し、サ

ーミスターが半導体であることを説明

することができる。 

d:p 型半導体、n型半導体とは何か、また

半導体ダイオードやトランジスターの

しくみとはたらきについて理解してい

る。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第
３
章 
電
流
と
磁
場 

第 1 節 

磁場 

○ ○ ○ ○ a:磁石や磁気がわれわれの生活のさまざ

まなところで利用されていることに興

味を示している。 

b:磁場の中に置かれた物質がどのように

磁化されるかを説明することができ

る。 

c:砂鉄や方位磁針を用いて、磁石のまわ

りにできる磁場のようすを調べ、磁場

の向きや磁場の強さの強弱を判断する

ことができる。 

d:磁気量について、磁気力に関するクー

ロンの法則や磁場の定義の中でどのよ

うに使われているかを通して理解して

いる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

電流のつくる磁場 

○ ○ ○ ○ a:導線に電流を流すと導線のまわりに磁

場ができることに驚きと興味を示し、

より深くこのことについて学ぼうとし

ている。 

b:直線電流がつくる磁場のようすを理解

した後、円形電流がどのような磁場を

つくるのかを予想できる。 

c:砂鉄や方位磁針を用いて，直線電流や

円形電流、ソレノイドのまわりにでき

る磁場のようすを調べ、磁場の向きや

磁場の強さの強弱を判断することがで

きる。 

d:直線電流、円形電流、ソレノイドのつ

くる磁場についての公式を使うことが

できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 3 節 

電流が磁場から受ける

力 

○ ○ ○ ○ a:電気ブランコから、電流が磁場から受

ける力について関心を示している。 

b:フレミングの左手の法則を用いて、電

流の流れている導線がどの向きに力を

受けるかを判断することができる。 

c:平行電流が及ぼしあう力を実験により

確認ができる。また、電流を流したと

き 2 本の平行導線の間隔がより大きく

変化するように工夫できている。 

d:「透磁率」、「比透磁率」、「磁束密

度」、「磁束」などの物理量の意味を

理解している。また、平行電流が及ぼ

しあう力について、定量的・定性的に

理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 4 節 

ローレンツ力 

○ ○ ○ ○ a:電流の流れている導線が磁石から力を

受けるという現象の本質は、実は導線

中を流れている自由電子の１つ１つが

磁場から力を受けているのだというこ

とに関心を示している。 

b:磁場中を運動する荷電粒子の運動がど

うなるかを述べることができる。 

c:e/m 管と電源装置を配線して回路を組

み、コイルに適切な電流を流して、磁

場中の電子の軌道を観察することがで

きる。 

d:ローレンツ力を応用したものに、「ホ

ール効果」や「サイクロトロン」があ

るが、これらの原理（やしくみ）を理

解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第
４
章 

電
磁
誘
導
と
電
磁
波 

第 1 節 

電磁誘導の法則 

○ ○ ○ ○ a:日常生活で欠かすことのできない「交

流発電機」や、「電磁波を発生させる

原理」は、いずれも電磁誘導という現

象がもとになっているのだということ

に強い学習の意義を感じている。 

b:電磁誘導の法則を用いて誘導起電力の

大きさを求めることができる。また、

レンツの法則を用いて誘導起電力の向

きを判断することができる。 

c:渦電流の効果を実験で確認し、その効

果と電磁誘導の関係について説明がで

きる。 

d:磁場を横切る導線に生じる誘導起電力

の向きと大きさを理解できている。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

交流の発生 

○ ○ ○ ○ a:身近にある自転車の発電機の原理はど

のようになっているかということに興

味・関心をもっている。また、交流そ

のものについての知識をもとうとする

意欲がある。 

b:回転するコイルにどのような向きの誘

導起電力が生じるかを思考・判断する

ことができる。 

c:簡単な交流発電機を製作したり、自転

車の発電機を利用して、オシロスコー

プを使って交流電圧の波形を観察する

ことができる。 

d:交流電圧の公式を理解している。また、

交流電流・交流電圧の実効値の意味を

理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 3 節 

自己誘導と相互誘導 

○ ○ ○ ○ a:電車のパンタグラフでの電気火花や蛍

光灯のスターターランプ（グローラン

プ）、変圧器はともにインダクタンス

が関係している。このことから、イン

ダクタンスを学習する意欲・関心をも

っている。 

b:自己誘導起電力の大きさ、および相互

誘導起電力を表す式を、ともにファラ

デーの電磁誘導の法則の式から説明す

ることができる。 

c:コイルに電池、ネオン管、スイッチを

配線して、自己誘導のようすを観察す

ることができる。 

d:コイルに蓄えられるエネルギーを表す

式が導き出される過程を説明すること

ができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 4 節 

交流回路 

○ ○ ○ ○ a:コイルやコンデンサーに電圧を加える

とき、直流電圧の場合と交流電圧の場

合とではそれらのふるまいが全く異な

ることに興味をもっている。 

b:コイルやコンデンサーのそれぞれに交

流電流が流れるときには、電力は ｓｉ

ｎ関数的に変化し、そのため時間平均

が 0となることを理解している。 

c:発振器、増幅器、電球、コンデンサー、

コイルを配線して共振回路を組み、電

球の明るさの強弱から共振の状態を観

察し、共振周波数を求めることができ

る。 

d:コイル・コンデンサーのリアクタンス

について理解している。また、共振回

路がラジオやテレビの受信回路で使わ

れている理由や電気振動におけるコイ

ルの磁場とコンデンサーの電場の変化

のようすを説明できる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 5 節 

電磁波 

○ ○ ○ ○ a:単にテレビなどに使われる電波だけで

なく、光、X線、γ線も電磁波の一種で

ある。その電磁波はどのように発生す

るのか、またなぜ波であるといえるの

かに関心を示している。 

b:磁場は変化すると電場を生じ、電場が

変化すると磁場を生じる。このことが

電磁波の発生と伝搬の鍵を握っている

ことが理解できている。 

c:アンテナを適切な方向に設置し、FM 放

送受信機を用いて FMラジオ放送を受信

したり、ゲルマニウムラジオの回路を

組んで、AM ラジオ放送を受信すること

ができる。 

d:電磁波はその波長により、ふるまいが

大きく異なるので、波長により分類す

ることができること、高温の物体から

はその温度により決められる波長分布

の熱放射の電磁波が出ていることを知

っている。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



３
学
期 

第
２
章 

原
子
と
原
子
核 

第 1 節 

原子の構造とエネルギ

ー準位 

○ ○ ○ ○ a:プラスの電荷とマイナスの電荷からな

る原子はどのようなしくみになってい

るのかに興味・関心を示している。 

b:原子の構造が、正の電気をもった原子

核のまわりを電子が回っているとする

模型が正しいことを証明するためにラ

ザフォードらが行った実験を理解でき

る。 

c:さまざまなスペクトルを観察できる。 

d:原子の発するスペクトルは、原子核の

まわりを回る電子がとびとびのエネル

ギー準位をもつことから説明されるこ

とを理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 2 節 

原子核 

○ ○  ○ a:原子核はどのようなものからできてい

るのか、また核エネルギーはどのよう

にして発生するのだろうかということ

に関心がある。 

b:極小の物体からなる核子どうしが堅く

結びあっていられることについて、万

有引力や静電気力では説明できない理

由を言うことができる。 

d:「原子・原子核」を表す記号から、原

子核を構成する陽子・中性子の数を求

めることができる。また、複数の同位

体からなる元素の原子量を計算で求め

ることができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 3 節 

放射線とその性質 

○ ○ ○ ○ a:さまざまな工業分野で利用されている

放射線について、興味・関心を示して

いる。 

b:α線、β線、γ線の正体や、α崩壊、

β崩壊のしくみが理解できている。 

c:さいころを使った実験で半減期のシミ

ュレーションをし、半減期の意味を理

解できている。 

d:放射能と放射線の測定単位の定義を理

解している。また、放射線による影響

と放射線の利用にはどのようなものが

あるかがわかっている。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

第 4 節 

核反応と核エネルギー 

○ ○  ○ a:核エネルギーとは何か、どうしてあの

ような莫大な量のエネルギーが取り出

せるのかに、興味・関心を示している。 

b:核反応の前後で原子核の質量が減少す

ること、およびその質量差に相当する

エネルギーが核エネルギーとして解放

されることを定量的に説明できる。 

d:核反応を式に表すことができる。結合

エネルギーの定義を知っており、核子 1

個当たりの結合エネルギーの大きいほ

うが壊れにくいことを理解している。

核分裂反応・核融合反応について、定

性的、定量的に理解している。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 



 

 

第 5 節 

素粒子 

○ ○  ○ a:物質の最小単位は何か、また自然界に

はどのような力が存在するのか、など

に興味・関心を示している。 

b:素粒子はそれらがはたらく力の種類に

より、どのような種類に分類されるの

か、クォークとは何か、ゲージ粒子と

は何か、また自然界に存在する 4 つの

力とは何か、などについて説明するこ

とができる。 

d:さまざまなハドロンがどのクォークで

構成されているか調べ、それらの電気

量の値をクォークの種類より算出する

ことができる。 

ノート 

レポート 

小テスト 

提出物 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度     b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能     d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 



 


